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― 原著論文 ―  
滋賀県におけるドクターズクラークの現況 
西島 節子１）２）、有田 泉１）３）、梅田 朋子１）４）、洲崎 聡１）５）、 
奥川 郁１）６）、馬場 真奈美１）７）、卜部 優子１）８）、樋口 明日香１）９） 
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Abstract: To create of comfortable environment including work-life balance, a various plan to reduce physician’s work load 
is suggested. The utilization of doctors’ clerk (DC), which is called medical office assistant, medical clerk or medical 
coordinator is effective to support of the doctor’s office work. To access current status of DCs, a questionnaire was send to 57 
medical facilities in Shiga prefecture by the network for female physicians in Shiga. DCs had been assigned to 26 of 50 
facilities (52%).The number of DCs was one to 34 per one facility. The facilities where DCs was placed in all departments 
were five (19.2%). The main work content of DCs was preparation of medical certificates (88.5%) and input substitution of 
medical record (76.9%).There were few DCs who engaged in work about healthcare quality improvement (30.8%) and output 
of administration record (3.8%). 32.8% of DCs was regular employer and 67.2% was irregular-employed. The medical training 
for DCs was held in 12 facilities (46.4%).To achieve more effect from the utilization of DCs, the review of duties contents and 
the system propelling the eager participation of DCs are necessary. 
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はじめに 








効果的な在り方を検討する目的で平成 24 年 5 月 31 日に滋賀
県医師会、滋賀県病院協会、滋賀医科大学の三者で構成され
る滋賀県女性医師ネットワーク会議が発足した。この会議が



























































調査票は 57 施設中 50 施設（87.8％）から回収され、これ
らを本調査の対象とした。50 施設の内訳は、病床数 50 床未
満が 4 施設、51 床以上 100 床未満が 4 施設、101 床以上 200
床未満が 22 施設、201 床以上 300 床未満が 4 施設、301 床以
上 500床未満が 9施設、501床以上が 7施設であった（図 2）。
回答のあった病院の総病床数は 13022 床であり滋賀県全体の
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院は、50床未満が 0施設（0％）、51床以上 100床未満が 2施 
 
 
   図 2．回答のあった 50施設の内訳 
 
設（50.0％）、101床以上 200床未満が 11施設（50.0％）、201 
床以上 300床未満が 0施設（0％）、301床以上 500床未満が 6







図 3. DC配置の有無 
 
 










規模数の大きい施設ほど DC数も多い傾向にあった。（図 4） 







31人以上 21～30人 11 ～20人
1 ～10人 0人
施設数





その他 派遣 臨時 正規
DC数
 滋賀県におけるドクターズクラークの現況  
- 63 - 
 
４． DCの雇用形態 









ことが明らかになった（図 6）。また DC の主な所属部署は、
様々であった（図 6）。「医師事務作業補助体制加算」を算定す
















 調査時に、採用後の DCに対して研修を実施していたのは 12
施設（46.2％）であったが、DC数が 10人以下の施設では研修






 図 7．DCの業務内容 
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全 57 施設中 50 施設から回答があり、DC は 52％に当たる
26 施設に配置されており、1 施設当たり 1～34 人だった。雇
用形態は正規職員が 32.8％に対して非正規職員（臨時職員や
派遣職員など）が 67.2％であった。DCが全診療科に配置でき
ていたのは 5 施設（19.2％）であり残りは特定の診療科や医
師に対して配置されていた。所属部署は外来や病棟など様々
であった。業務内容は医療文書の作成が 23 施設（88.5％）、
診療録への代行入力が 20施設（76.9％）に比べて、医療の質
の向上に資する事務作業は 8施設（30.8％）、行政上の業務は
1施設（3.8％）と偏りがあった。採用後の DCの研修は 12施
設（46.2％）でしか行われていなかった。 
DC の活用は医師の業務負担軽減に効果が上がっているが、
今後は業務内容の見直しや効率のよいシステム、DC自身の積
極的な参画を推進するシステム構築が必要である。 
キーワード：医師の業務負担軽減、医師事務作業補助者、ド
クターズクラーク、ワークライフバランス 
